


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































● SENDAI CAMP のひとこま





















































































































































































Research Field 0115 16
Research Field 01 Research Field 01
福島では転出が増えたまま、人口が戻っていない。

































































































































































































































































































































































































































































































































1 11 21 31 41 51 61 71 77
2 12 22 32 42 52 62 78
3 13 23 33 43 53 63 72 79 83 86
4 14 24 34 44 54 64 73 80 84 87
5 15 25 35 45 55 81 85
6 16 26 36 46 56 66 74 82
7 17 27 37 47 57 67 75
8 18 28 38 48 58 68 76
9 19 29 39 49 59 69












































































































































































































































































































































































































































































































2 復興庁 宮城復興局 ×IRIDeS
新しい東北を目指して。復興に向けて共に歩む。
未来へ飛躍する
新しいIRIDeS。
Close Up
東北大学災害科学国際研究所［イリディス・リポート］
東北から世界へ、実践的防災学を発信する。
04
2016.03
4IRIDeS Report 0
2016年3月11日発行
編者・発行者：東北大学災害科学国際研究所
本誌に関するお問い合わせは下記まで
●電話 022-752-2049
●メール koho-office@irides.tohoku.ac.jp
（担当：佐藤翔輔、伊藤潔）
本紙における個人情報の取り扱いについて／掲載されている個人
情報は、本人の承諾をもとに、本紙に限り公開しているものです。
第三者がそれらを別の目的で利用することや、無断転載すること
は固くお断りいたします。
防災・減災を進化させる。
巨大災害に備える社会を創造する。
IRIDeS の情報発信について
研究所では、情報発信や研究の連携・融合を目的に、
定期的に集まり、会議を開催します。
1　拡大全体会議
●IRIDeSナウ IRIDeS内の情報共有を行います。
●IRIDeS金曜フォーラムの案内 研究活動内容の情報共有を行います。
●東日本大震災ウォッチャー 被災地および国内外の諸活動や
 社会の動きを追います。
2　IRIDeS 金曜フォーラム
IRIDeS内で行われている研究・活動の情報を共有し、研究の連携・融合
を図ることを目的に、定期的な発表・討論の場を毎月第4金曜日の夕方に
開催しています。詳細はホームページ（http://irides.tohoku.ac.jp/
event/irides-forum.html）をご覧ください。
ホームページでも情報を掲載しています。
●活動予告 http://www.irides.tohoku.ac.jp/topics/index.html
●今後の予定 http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/
英文名称 ）スィデリイ：方み読（SeDIRI：
アヤメ・カキツバタ・花菖蒲／希望・高貴などの象徴
所章（ロゴマーク）の意味：「災」の字を反転。災いを転じて、
復旧・復興の促進や、災害に賢く対応できる社会に変えてい
く、という決意を表す。キーカラーであるアヤメ色は、東北
。徴象の」貴高「」望希「はメヤア。来由にクーマゴロの学大
